
5 広報ほうふ

庁舎建設だより
　市では、現在、前号でお知らせした2箇所の庁舎建設候補地（駅北公有地エリアと現庁舎敷地）

の比較検討資料作成に取り組んでいますが、今回は、庁舎の現状や一括建替えの必要性につい

て防府市庁舎建設基本構想・基本計画で整理した内容をご紹介します。�

（第2号）

【市ホームページ＞組織・課名から探す＞庁舎建設室】

　このようなことから、防府市庁舎建設基本構想・基本計画では、「大規模修繕や耐震

改修といった方法では、庁舎の抱える課題のすべてを解決することはできず、これら

の課題解決のためには、一括して建替えるのが最良」としています。�

※市ホームページには、より詳細な情報を掲載していますので、併せてご覧ください。�

● 耐震性：1号館から5号館まで、必要とされる耐震性能を満たしていない。
● 老朽化：大半の建物が、10年後には築50年以上経過。
● 分散配置：敷地内に建物が分散配置している。
● ユニバーサルデザイン対応：大規模改修しても対応が困難な箇所がある。

 問合せ　庁舎建設室（1号館2階・☎25-2528）

建築年　：昭和29年
延床面積：約5,140㎡
構造　　：鉄筋コンクリート造
階数　　：4階建て
耐震性　：不十分

建築年　：昭和36年
延床面積：約1,690㎡
構造　　：鉄筋コンクリート造
階数　　：4階建て
耐震性　：不十分

建築年　：昭和56年
延床面積：約3,640㎡
構造　　：鉄筋コンクリート造
階数　　：4階建て
耐震性　：不十分現庁舎 延床面積（倉庫等を含む。）

合計　約17,390㎡

建築年　：昭和57年
延床面積：約2,970㎡
構造　　：鉄筋コンクリート造
階数　　：4階建て
耐震性　：新耐震基準

建築年　：昭和46年
延床面積：約680㎡
構造　　：鉄筋コンクリート造
階数　　：3階建て
耐震性　：不十分

建築年　：昭和29年
延床面積：約1,130㎡
構造　　：鉄筋コンクリート造
階数　　：2階建て
耐震性　：不十分

建築年　：昭和45年
延床面積：約700㎡
構造　　：鉄骨造
階数　　：2階建て
耐震性　：耐震診断未実施
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＜現庁舎の施設配置図＞


